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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　
大
分
県
大
分
支
部

ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

尾
畠
春
夫
さ
ん

変
わ
ら
ぬ
奉
仕
の
心
で

奔
走大

分
支
部
の
名
誉
会
員
で

あ
る
尾
畠
春
夫
さ
ん
は
山
口

県
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
二

歳
児
を
奇
跡
的
に
発
見
、
救

助
し
た
こ
と
で
一
躍
「
時
の

人
」
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

マ
ス
コ
ミ
で
は
東
京
で
講
演

後
、
尾
畠
さ
ん
は
リ
ヤ
カ
ー

を
引
い
て
徒
歩
で
帰
る
と
い

う
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
。

沿
道
に
は
沢
山
の
人
が
待
ち

構
え
、
交
通
事
故
が
発
生

し
た
ら
一
大
事
と
思
い
途
中

で
諦
め
る
こ
と
に
し
た
。
尾

畠
さ
ん
は
災
害
時
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
精
通
し
て
い
る
。
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
別

府
湾
に
流
れ
着
く
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
回
収
活
動
を
行
っ

て
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
再

度
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
の
は
、
七
月
七
日
、
大

分
県
日
田
市
天
ケ
瀬
町
の
旅

館
が
軒
並
み
甚
大
な
被
害
に

あ
っ
て
、
復
旧
作
業
が
難
航

し
て
い
る
中
、
尾
畠
さ
ん
は

迅
速
に
対
応
し
て
天
瀬
町
に

向
か
っ
た
。
旅
館
の
従
業
員

等
が
家
具
の
運
び
出
し
を
リ

レ
ー
形
式
で
行
っ
て
い
た
の

で
参
加
。
尾
畠
さ
ん
の
登
場

で
、
大
変
な
仕
事
に
笑
顔
が

溢
れ
復
旧
作
業
を
し
て
い
た

方
々
に
元
気
・
や
る
気
を
喚

起
さ
せ
大
変
喜
ば
れ
感
謝
さ

れ
た
そ
う
で
あ
る
。　

先
日
、

尾
畠
さ
ん
に
電
話
し
た
所
、

今
か
ら
大
分
川
の
上
流
に
行

く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
豪

雨
で
川
に
流
さ
れ
行
方
不
明

に
な
っ
た
人
を
捜
し
に
行
く

と
の
こ
と
。
単
車
で
連
日
被

災
地
に
通
い
、
両
岸
に
葦
の

茂
っ
た
場
所
を
か
き
分
け
て

捜
索
し
て
い
る
。
尾
畑
さ
ん

は
ど
こ
ま
で
凄
い
人
な
の

か
！
感
銘
す
る
ば
か
り
の
活

動
内
容
。「
い
つ
も
変
わ
ら

ぬ
奉
仕
の
心
」
で
奔
走
す
る

尾
畠
さ
ん
は
大
分
県
民
、
し

い
て
は
大
分
支
部
の
誇
り
で

あ
る
。「
見
返
り
」「
対
価
」

を
求
め
な
い
崇
高
な
奉
仕
の

精
神
に
は
一
点
の
曇
り
は
な

い
。
尾
畠
さ
ん
の
、
そ
の
精

神
力
の
高
さ
決
断
力
・
行
動

力
に
多
く
を
学
ん
で
行
く
と

共
に
、
大
分
支
部
は
尾
畠
さ

ん
の
功
績
を
末
永
く
讃
え

て
、
善
行
会
の
発
展
に
繋
げ

た
い
。

死
の
宣
告
か
ら
生
還
し
て

五
十
三
年
が
過
ぎ
た
。
朧
気

な
記
憶
を
辿
っ
て
、
当
事
の

状
況
を
振
り
返
っ
て
見
た
。

医
師
か
ら
死
の
宣
告
を
告
げ

ら
れ
た
の
は
、
私
が
二
十
九

歳
・
妻
が
二
十
四
歳
・
長
女

が
一
歳
六
ケ
月
の
と
き
だ
っ

た
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
五

日
、
病
室
で
医
師
か
ら
「
鳥

巣
さ
ん
最
善
の
治
療
は
し
ま

し
た
。
出
血
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
薬
は
気
休
め
で
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
十
二
日
が
峠

で
す
」
と
死
の
宣
告
を
受
け

た
。
病
気
入
院
の
発
端
は
、

昭
和
三
十
八
年
四
月
福
岡
県

警
察
学
校
卒
業
後
、
東
福
岡

警
察
署
配
属
と
な
っ
た
。
署

で
は
、
留
置
場
・
強
行
犯
刑

事
・
知
能
犯
刑
事
と
し
て
、

看
守
・
捜
査
・
死
体
見
分
等

に
従
事
し
た
。
四
十
一
年
四

月
福
岡
県
警
察
本
部
刑
事
部

刑
事
総
務
課
に
転
勤
、
指
名

手
配
被
疑
者
の
追
跡
捜
査
に

従
事
す
る
傍
ら
、
幹
部
昇
任

試
験
に
向
け
て
昼
夜
受
験
勉

強
に
励
ん
だ
。
四
十
二
年
四

月
捜
査
の
途
中
、
食
堂
で
突

如
倒
れ
意
識
を
失
っ
た
。
肝

炎
の
疑
い
、
上
司
の
指
示
で

自
宅
養
生
に
専
念
、
昇
任
試

験
直
前
に
無
断
で
出
勤
し

た
。
上
司
か
ら
「
試
験
と
命

ど
っ
ち
が
大
事
か
」
と
叱
咤

さ
れ
受
験
を
諦
め
た
。
七
月

五
日
課
内
で
勤
務
中
、
体
が

だ
る
く
階
段
の
上
り
下
り
に

汗
を
か
く
の
で
、
県
庁
内
の

医
務
室
で
受
診
し
た
。
異
状

な
し
に
疑
問
を
抱
き
「
浜
の

町
病
院
」
に
直
行
し
て
受
診

し
た
。
医
師
か
ら
「
顔
に
症

状
が
出
て
い
る
。
帰
っ
た
ら

い
か
ん
。
す
ぐ
入
院
し
な
さ

い
」
と
薦
め
ら
れ
、
即
、
六

人
部
屋
に
入
院
し
た
。
病

名
は
、「
急
性
肝
炎
」
だ
っ

た
。
八
月
十
三
日
盆
帰
り
の

た
め
、
院
内
で
散
髪
中
椅
子

か
ら
転
げ
落
ち
意
識
を
失
っ

た
。
病
室
に
戻
る
途
中
廊
下

で
二
回
仰
向
け
に
転
倒
し
後

頭
部
を
強
打
、
病
室
の
寝

台
で
、
尿
瓶
に
尿
を
採
集

中
、
寝
台
か
ら
床
に
転
げ
落

ち
た
。
タ
ン
カ
で
運
ば
れ
る

途
中
、
医
師
が
誰
か
に
「
家

族
・
職
場
に
連
絡
し
て
」
と
、

指
示
す
る
声
は
聞
こ
え
た
が

意
識
を
失
っ
た
。
気
付
い
た

時
は
個
室
に
移
さ
れ
、
左
手

に
点
滴
、
右
手
に
輸
血
、
尿

漏
れ
防
止
の
措
置
が
施
さ
れ

て
い
た
。
病
状
は
日
増
し

に
悪
化
、
黄
疸
が
原
因
で
、

目
・
シ
ャ
ツ
は
黄
色
に
染
ま

り
、
食
事
の
代
わ
り
に
「
か

き
氷
」
を
食
べ
た
。
黄
疸
指

数
は
二
六
〇
と
記
憶
し
て
い

る
。
こ
の
状
態
が
十
二
月
ま

で
続
き
、
こ
の
間
、
面
会
禁

止
、
薬
の
代
用
と
し
て
、
毎

日
、
実
父
と
義
父
が
、
有
明

海
・
川
で
取
っ
た
「
シ
ジ

ミ
」
を
、
妻
が
煎
じ
た
エ
キ

ス
を
薬
の
替
わ
り
と
し
て
常

用
し
た
。
九
月
十
二
日
峠
は

越
え
た
が
、
大
便
は
出
血
で

黒
く
輸
血
が
命
の
綱
だ
っ

た
。「
生
と
死
」
の
一
進
一
退

が
続
き
何
度
か
死
を
覚
悟
し

た
。
夢
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な

現
象
が
駆
け
巡
り
目
覚
め
て

涙
し
た
。
翌
年
三
月
退
院
し

日
本
善
行
会
理
事
・
福
岡
県
福
岡
支
部
　
支
部
長   

鳥  

巣  

正  

行

よ
う
生
き
た　

死
の
宣
告
か
ら
生
還
し
て
五
十
三
年

た
。
院
長
先
生
か
ら
は
、
貴

方
が
助
か
っ
た
の
は
精
神
力

が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。
良

く
な
っ
て
退
院
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
治

療
の
方
法
が
な
い
の
で
退
院

す
る
の
で
す
「
今
度
来
る
と

き
は
覚
悟
し
て
来
な
さ
い
」

医
師
か
ら
は
、
一
階
級
・
二

階
級
上
が
る
の
に
体
壊
し
て

ど
う
す
る
の
で
す
か
、「
人

間
で
一
番
大
事
な
も
の
は
健

康
で
す
」
温
泉
に
行
き
な
さ

い
。
職
場
に
復
帰
し
た
が
、

電
車
・
バ
ス
の
中
で
、
再
三

倒
れ
意
識
を
失
い
、
乗
客
に

大
変
ご
迷
惑
を
か
け
た
。
警

察
在
職
中
十
年
間
病
気
と
の

闘
い
だ
っ
た
。
食
事
・
運
動

を
通
じ
て
体
調
管
理
に
努
め

た
。
恩
を
胸
に
刻
ん
で
、
残

り
少
な
い
人
生
を
、「
人
の
た

め
・
世
の
た
め
」
尽
く
し
た

い
と
、
現
在
、
自
衛
隊
の
支

援
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
児

童
登
下
校
時
見
守
り
活
動
等

を
通
し
て
、
事
件
事
故
の
防

止
・
地
域
の
犯
罪
抑
止
と
活

性
化
と
そ
し
て
い
っ
そ
う
の

善
行
精
神
の
高
揚
に
努
め
て

い
ま
す
。

　　
静
岡
県
浜
松
支
部

支
部
で
は
、
会
員
の
方
々

が
不
用
な
タ
オ
ル
を
集
め
手

作
り
の
雑
巾
を
縫
う
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
年
二
回
の

恒
例
行
事
と
し
て
介

護
福
祉
施
設
に
雑
巾

を
贈
呈
し
、
大
変
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
七
月
に
大

き
な
水
害
が
起
こ

り
、
少
し
で
も
役
に

立
て
れ
ば
と
熊
本
県

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

も
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。被

災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　　
新 

宿 

支 

部

今
年
も
『
善
行
会
杯
　

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
』

が
始
ま
り
ま
し
た

支
部
で
は
新
宿
区
少
年

サ
ッ
カ
ー
連
盟
と
協
力
し
て

毎
年
秋
に
小
学
一
～
二
年
生

の
部
を
善
行
会
杯
と
し
て

十
九
回
目
の
開
催
を
致
し
ま

す
。
各
イ
ベ
ン
ト
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止

に
よ
る
自
粛
で
開
催
に
な
る

ま
で
困
難
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
握
手
や
タ
ッ
チ
は
禁
止

で
九
月
か
ら
十
二
月
中
旬
ま

で
。
決
勝
戦
は
新
宿
区
内
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
す
。

一
方
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
新

人
戦
大
会
（
中
学
生
）
が
中

断
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
勝

戦
は
九
月
二
十
七
日
に
行
わ

れ
新
宿
支
部
長
か
ら
挨
拶
と

表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
に
は
、
日
本
善
行

会
の
旗
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

熊本県人吉市水害の際送りました
2020 年 7 月


